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はしかき

この講究録は、1983年 12月 5日 (月)から 7日 (

水)まて京都大学数理解析研究所において行なわれた、共同

研究集会「保型形式とその周辺」の請;富記録と、誌上参加の

久保田富雄先生 (名大理)の論説とからなっています。

計画立案の段階て、岩堀長慶先生 (東大理)には一方な

らぬお世話になりました。 Ka c-Moodyし le環と保型形式と

の接触を重視した研究集会には、Lie環論、解析孚、整数論

、保型形式等を奪門とする人々か約 90名参加されました。

御協力下さった方々に深く翌春を表わします。

最後になりましたか、講;富者等の旅費の一部を、永田雅

宜先生 (京大理)の昭和 58年度科学研究費によって援助さ

れました。 深く感謝いたします。

研究代表者 神戸大理 平松豊一

京都大学
85088508
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